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原子力発電所の計装制御システムで使用する検査装置では制御用に PC を使用しているが、OS のアップデー

ト等への対応が必要となり長期的な保守性に課題があった。これに対して OS に依存しない PLC（プログラ

マブルロジックコントローラ）を制御装置として採用した新型検査装置シリーズの開発について報告する。 
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1. 緒言 

原子力発電所の計装制御システムでは、実際のシステムや各機器間で確認することが難しい機能試験や、保

守用データの収集のために、信号のやり取りの模擬、動作確認等を行う多数の検査装置を使用している。従

来は検査装置の制御用に PC を使用し、計装制御システムの各機器に対して情報収集や模擬信号入力を行う

ことで保守・試験を行っている。検査装置の制御用 PC は汎用 OS を使用しているため、定期的にアップデー

トや後継 OS への変更が必要であり、確実な動作を保証するためにはアプリケーションの設計変更や、それ

に伴う検証試験が必要になるという課題があった。これに対して PLC（プログラマブルロジックコントロー

ラ）は OS に依存しないラダープログラム等で動作し、長期保守性に優れる特徴を持っている。今回 PC の代

わりに PLC を制御装置として採用した新型検査装置シリーズの開発を展開しており、PLC への移行に伴う課

題や、開発事例について報告する。 

2. 移行に伴う課題 

PLC のラダープログラムは従来装置の PC 上で動作するアプリケーションと記述言語が異なるため、ソフト

ウェアの流用には困難を伴う。また PLC ではファイル操作、表示、印刷などのインターフェースの設計が PC

の場合と比較し制限されることから、従来装置の仕様、運用、操作方法とその課題を確認することで新型検

査装置において同等の機能を実現する開発仕様を決定した。 

3. 開発事例 

中性子検出器の健全性確認を行う

ことのできる中性子検出器試験装

置、移動式炉心内計装系(TIP)にて中

性子束情報のモニタに用いる TIP X-

Y 記録装置の開発が完了している。

また検査装置の開発技術を応用し

教育用の訓練装置の開発も行って

いる。 

4. 結論 

長期保守性に優れた新型検査装置シリーズとして、中性子検出器試験装置、X-Y 記録装置を開発した。 
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図 1 中性子検出器試験装置の外観 図 2 X-Y 記録装置の画面 
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